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DFSの技術的条件に関する検討状況 

 

１． 無線 LAN関係者との検討状況 

 （１） 第３回 気象レーダー作業班（無線 LANとの合同作業班）（４月 19日） 

    ○ 平成 29年度「無線 LANの DFSにおける周波数有効利用の技術的条件

に関する調査検討」の報告  

    ○ 平成 30年 6月までを目途に DFSに関する一定の技術的条件の案を関

係者によりとりまとめることが提示 

 （２） 第１回 関係者打合せ（５月 15日） 

    ○ 気象観測に必要な各諸元に関する説明 

    ○ 検討の進め方 

 （３） 第２回 関係者打合せ（５月 28日） 

    ○ 気象レーダー側の要望するパルスパターンの提示 

 （４） 第３回 関係者打合せ（６月 22日） 

    ○「気象レーダー側の要望するパルスパターン」に対する無線 LAN側の

回答 

    ○ 無線 LAN側と気象レーダー側の双方に検討が必要な事項の議論 

 

２． 気象レーダー側によるパルスパターンの修正案 

 

【経緯】 

 ① （１）現行の気象レーダーのパルスパターンの例 

     [東京レーダー] パルス幅：1.0μsと 2.5μs 、 PRF：1500Hz以下 

   （２）将来想定される（更改を計画している固体素子型気象レーダーの）

パルスパターンの例 

     [東京レーダー] パルス幅：1.0μs 、 PRF：2000Hz以下 
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 平成 29年度の技術試験事務において、気象レーダー側が想定する諸元として

以下にように整理した。 

 

 

②  その後、国際的に既に規定されているパルスパターンの引用が無線 LAN側

との調整を迅速に行うために有用であるため、それに最も近い ETSI規格の

パターン「１」と「２」を対象として検討した。 

③  気象レーダー側が想定する諸元のうち、「パルス繰り返し周波数」の上限

が ETSI規格と比較し、「400Hz（PPS）」低くなっているが、高い繰り返し周

波数は高仰角でしか使用せず無線 LANと干渉するおそれがないことから、日

本国内でも無線 LANが検知するパルスパターンとして「1600Hz」を上限とす

ることで特段の問題はないとした。 

④  「パルス繰り返し周波数」以外の諸元は、ETSI規格のパルスパターン

「１」「２」に包含されていることから、ETSI規格と同様のパルスパターン

を無線 LAN側に提示した。 

⑤  なお、固体素子型気象レーダーでは、短パルスと長パルスを交互に送信す

るため、短パルスの間に長パルスを送信する場合も検知対象に含めている。 

 

３． 無線 LAN側の回答の要点  

  ○ 机上検討の段階では、技術的には概ね対応可能であるとの回答。 

  ○ しかし、実際の無線 LAN側への影響を正確に確認するため、実機による

確認試験が必要であるとの意見。 


